ら、 今でも 名 だけ は 聞いて ゐる 人が あるか も 知れない _ 

さいき はいみ やう かう い 

II 姓 は 細 木、 名 は 藤 次郎、 俳名 は 香以、 俗称 は 

山城 河岸の 津 藤と 云った 男で ある。 

その 津 藤が 或時吉 原の 玉屋で、 一 人の 僧侶と 近づき 

になった。 本郷 界隈の 或 禅寺の 住職で、 名 は 禅 超と 云 

つた さう である。 それが やはり 嫖客 となって、 玉屋の 

にしきぎ おいらん な じ にく じき さいたい 

錦 木と 云 ふ 華 魁に 馴染んで ゐた。 勿論、 肉食 妻帯が 僧 

侶に 禁ぜられて ゐた 時分の 事で あるから、 表向き は ど 

こまで も 出家で はない。 黄八丈の 着物に 黒 羽二重の 紋 

付と 云 ふ 捲へ で 人に は 医者 だと 号して ゐる。 そ 

れと 偶然 近づきに なった。 



が 険しく 狭って ゐる。 眼の 大きく 見える の は、 肉の 落 

ほくろ 

ちて ゐ るからで あらう。 左の 頰 にある 大きな 黒子 は、 

その 時で も はっきり 見えた。 その上 顴 骨が 高い。 —— 

これ だけの 顔 かたちが、 とぎれとぎれに、 慌 しく 津 

藤の 眼に はいった。 

「何 か 御用 かな。」 その 坊主 は 腹 を 立てた やうな 声で 

かう 云った。 いくらか 酒気 も 帯びて ゐる らしい。 

前に 書く の を 忘れた が、 その 時津 藤に は 芸者が 一 人 

ほうかん て あ ひ 

に 封 E 間が 一 人つ いて ゐた。 この 手 合は津 藤に あやまら 

せて、 それ を 黙って 見て ゐる わけに は 行かない。 そこ 

で 封 巾 間が、 津 藤に 代って、 その 客に 疎 忽の詫 をした。 



が 持物に 贅を つくして ゐる。 最後に 女色に 沈湎 する の 

も、 やはり 禅 超の 方が 甚 しい。 津藤 自身が、 これ を ど 

だ いひ やう ひまん 

ちらが 出家 だか 解らない と 批評した。 II 大兵 肥満で、 

ご ぶ さ か や き かけ まも リ 

容貌の 醜かった 津藤 は、 五分 月 代に 銀 鎖の 懸 守と 云 

ふ 姿で、 平素は 好んで めくら 縞の 着物に 白木の 三尺 を 

しめて ゐ たと 云 ふ 男で ある。 

あ にしきぎ 

或日津 藤が 禅 超に 遇 ふと、 禅 超 は 錦 木の しかけ を 羽 

織って、 三味線 を ひいて ゐた。 日頃から 血色の 悪い 男 

であるが、 今日は 殊によ くない。 眼 も 充血して ゐる。 

弾力の ない 皮膚が 時々 口許で 痙攣す る。 津藤 はすぐ に 

何 か 心配が あるので はない かと 思った。 自分の やうな 



もので も 相談 相手に なれるなら 是非 させて 頂きたい I 

I さう 云 ふ 口吻 を 洩らして 見た が、 別に これと 云って 

打明ける 事 もない らしい。 唯、 何時もよりも 口数が 少 

くな つて、 やや もす ると 談柄を 失しが ちで ある。 そこ 

で津藤 は、 これ を嫖 客の かかり やすい 倦怠 だと 解釈 

ほしいまま 

した。 酒色 を 恣 にして ゐる 人間が かかった 倦怠 は、 

酒色で 癒る 害がない。 かう 云 ふ はめから、 二人 は 何時 

になく しんみりした 話 をした。 すると 禅 超 は 急に 何 か 

思 ひ 出した やうな 容 子で、 こんな 事 を 云った さう であ 

る。 

仏説に よると、 地獄に も さまざま あるが、 凡 先づ、 



根本 地獄、 近辺 地獄、 孤独 地獄の 三つに 分つ 事が 出来 

なんせん ぶしう のし も ご ひゃく ゆ ぜんな をす ぎて すな は ちぢ ごく ぁリ 

るら しい。 それ も 南 瞻部洲 下 過 五 百 S 繕 那乃有 地獄 

と 云 ふ 句が あるから、 大抵 は 昔から 地下に ある ものと 

なって ゐ たので あらう。 唯、 その 中で 孤独 地獄 だけ は、 

さんかん くわう やじ ゆかく うちゅう 

山間 曠野 樹下 空中、 何処へ でも 忽然と して 現れる。 云 

き やうが い くげん 

はば 目前の 境界が、 すぐ そのまま、 地獄の 苦艱を 現前 

する ので ある。 自分 は 二三 年 前から、 この 地獄へ 堕ち 

た。 一切の 事が 少しも 永続した 興味 を 与へ ない。 だか 

ら 何時でも 一 つの 境界から 一 つの 境界 を 追って 生きて 

ゐる。 勿論 それでも 地獄 は 逃れられない。 さう かと 云 

つて 境界 を 変へ ずに ゐれ ば猶、 苦しい 思 をす る。 そこ 



心 もち は、 動もすれば 孤独 地獄と 云 ふ 語 を 介して、 自 

分の 同情 を 彼等の 生活に 注がう とする。 が、 自分 は そ 

れを 否まう と は 思 はない。 何故と 云へば、 或 意味で 自 

分 も 亦、 孤独 地獄に 苦しめられて ゐる 一 人 だからで あ 

る。 

(大正 五 年 二月) 
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